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2.12.2. 教員業績概要 

























1) 共同研究（関東自動車） 1,880,000円 
2) イノベーションパーク推進研究（岩手県立大学） 500,000円 

































































職名： 講師 氏名： Prima Oky Dicky Ardiansyah 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) 伊藤文人，プリマ オキ ディッキ，上野育子，伊藤憲三．CT 画像からの立位 3 次元膝関節モデルの生成手法.
画像電子学会誌，706-713，2010． 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Prima,O.D.A.，Yoshida,T.，Delineation of Late Miocene to Pleistocene Caldera Rims from Gravity and 
Aeromagnetic Data，6th WSEAS International conference on Remote Sensing，239-243，2010. 
2) Prima, O.D.A., Yoshida,T.，Kudo, T.，Caldera rims of Northeast Honshu Extracted from Gravity Anomalies 
and Aeromagnetic Data，2011 IEEE International Geoscience and Remote Sensing Symposium，Geoscience and 
Remote Sensing Symposium，4p, 2011. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) プリマ・オキ・ディッキ., 吉田 武義, DEM からの地形パラメータによる火山地質の分析, 日本地球惑星科学
連合 2010年大会, 2010. 
2) 海田俊輝, プリマ・オキ・ディッキ., 菅野洋光, 可降水量からインドネシア農業生産性の変, 日本地球惑星科
学連合 2010年大会, 2010. 
3) Kanno,H., Prima,O.D.A., Kaida,T., Agricultural  product  fluctuation  in  Indonesia  and  the 







7) 大棒麻実，Prima Oky Dicky A.，注視実験による顕著性マップの検証，H23年東北若手研究者研究発表会，2011. 
(e) 研究費の獲得 
1) 平成 22年度文部科学省気候変動適応戦略イニシアチブ気候変動適応研究推進プログラム受託研究費 
期間：2010年 10月～2015年 03月 
課題：東北地域のヤマセと冬季モンスーンの先進的ダウンスケール研究 
担当：再委託先・分担者（代表・岩崎俊樹） 























1) 東日本大震災への復興支援：避難所および被災状況の WebGISによる可視化 
http://road.comlab.soft.iwate-pu.ac.jp/map/current/HTML/index.html 
(b) 企業・団体などにおける活動 

























異常値の仮定密度は 2.0, 2.3, 2.67ｇ/cm3で提供されているが，東北地方の基盤構造をより反映している，仮








2) JPEG画像に ROIを導入するための手法 
 JPEGは効率的に画像を符号化または復号化が行なえることによって，現在 Web コンテンツやディジタルカメ
ラの画像記録方式として最も多く利用されてきている．近年，3Gの携帯電話の普及により，画像を効率的に転
送するために画像の高圧縮率が求められており，画像に対して部分的に異なる圧縮率の実現が必要とされてい
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1) 田中優美，伊藤久祥，Twitter におけるタイムライン閲覧時の不快感軽減の試み，情報処理学会第 73 回全国大




案，インタラクション 2011，2011年 3月 
(e) 研究費の獲得 
































































た文字色についても背景色の 95% 程度の明度までを利用するのが適切であることが確認された．また，Twitter API
を利用して実際に投稿されるツイートを対象として読み飛ばしを可能にする試作システムを実装して実際に利用し
てもらった結果，利用者からは良好な感想を得た．今回は無彩色の範囲で見づらさの検討を行ったが，今後は色相
を変化させた場合の見づらさの設定や，発言者のアイコンを含めたツイート全体の見づらさに関する検討を行う． 
  
